








要旨:学校検尿の普及により思春期に肥満を伴う NlDDM が発見されることが多くなり、そ

の合併症を予防するための治療法の確立が課題となっている。

そこで、肥満型のインスリン非依存性糖尿病モデルラットである OLETF 雄ラットを用いて、

ACE 阻害剤である Temocapril(TP)を投与し、腎症に及ぼす影響を検討した。

  このラットでは生後 26 週令までにほぼ全例で糖尿病が発症するといわれているので、

生後 26 週令でコントロール(C)群と TP 投群に分けた。26 週から 52 週までの 26 週間にわ

たり TP を飲用水に 15mg/l の割合で溶解し投与した。TP は NIDDM ラットの血圧の上昇と

腎組織の効果病変の進展に抑制的に作用した。


